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事業領域と実績 業績

APAC One Platformへの変革
グループの柱となる事業を創出する成長プラットフォームへ

法人営業
主に、中小企業向けのファイナンスを中心に、
幅広いソリューションを提供

拠点数

全国59拠点
従業員数

約1,400名
顧客数

約40万社

事業開始（香港）

1971年

展開地域

日本

展開地域

中国、香港、台湾

APAC事業部門は、日本における法人営業、自動車、レンテック、事業投資に加え、アジア・パシフィックおよび
中華圏で事業を展開しています。日本では、顧客との接点を起点に、ニーズや課題を捉え、新たな事業機会を発掘
することで、多様な事業を創出してきました。今後は、その知見やノウハウをアジア・パシフィックおよび中華圏へ
展開するとともに、地域や事業の垣根を越えた連携を強化することで、さらなる事業機会の創出を目指します。

中華圏
中国・台湾・香港において
金融サービスと企業投資を展開

セグメント利益

セグメント資産・ROA
（%）

3カ年CAGR

+25%

ROA（2023年比）

+1.5%（億円）

APAC
One Platform

地域や事業の垣根を越えた連携で
新たな事業機会を創出

展開地域

日本
投資案件数

33件
IRR
（投資実績）
約25%

MOIC
（投資実績）
約3.5×

事業投資
日本企業の成長を支援する
プライベートエクイティ投資を実施

約142万台

自動車
リース・レンタル、車両管理サービスなど
でモビリティソリューションを提供

車両管理台数 展開地域

日本

約4万種類

レンテック
ICT機器・計測機器などのレンタルを
通じて、お客さまの事業活動を支援

レンタル機器数 展開地域

日本

現地法人9ヵ国、
3ヵ国を展開

アジア・パシフィック
アジア・パシフィックにおいて
金融サービスと企業投資を展開

ネットワーク
展開地域
アジア・
パシフィック関連会社

APAC事業

18データ価値創造の基盤価値創造の実践価値創造ストーリー



ベンチャーキャピタル投資

事業承継投資銀行保証

リース・融資

手形削減
ベンチャーとの協業年金電力小売

船舶・航空機オペ

生命保険 太陽光発電所
不動産仲介

M&A仲介

金融からサービス、さらに投資・事業運営へ。

日本の強みを
APAC全域へ展開

顧客ニーズを起点に事業領域を拡大し、
複数ソリューションを組み合わせることで独自の価値を提供してきました。

日本におけるオリックスグループの強み

アセット系ビジネス

サービス系ビジネス

日本で培った強みをAPAC全域で展開し、
グループの柱となる事業を創出する成長プラットフォームへ

APAC事業の目指す姿

次の成長の柱づくり
新たな事業機会を取り込み、APACにおける
次の成長の柱となる事業を創出する

事業領域の拡大
日本で培ったノウハウを活用し、金融・サービス・
投資など多様な領域へ展開することで、
事業の幅を拡大する

顧客リーチ力の強化
顧客との直接的な接点を拡大し、
多様なニーズや課題を把握することで、
新たな事業機会の創出につなげる

APAC事業全体の収益力向上
事業間シナジーと
高付加価値サービスの提供により、
APAC全体の利益成長を加速させる

●事業承継・経営者支援
●資産運用
●業務効率化・コスト削減

顧客ニーズ

●幅広い顧客基盤と信頼関係 
●多様な商品・サービスとソリューション力 
●事業運営ノウハウと人材力

事業価値
創造モデル

顧客課題
解決モデル

APAC事業
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事業領域と実績
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セグメント利益

セグメント資産・ROA

オルタナティブ領域の
No.1プレイヤーへ

MGM大阪株式会社提供/転載禁止

35,75134,98033,295

インフラ事業部門は、環境エネルギー、輸送機器、不動産、公共インフラ、大阪IR（統合型リゾート）など、多様な実物資産を横断的に展開しています。
長期的な社会ニーズを背景に、投資・開発・運営・アセットマネジメントを通じて、安定的なキャッシュフローの創出と、資本効率の向上を実現します。

業績

（%）

（3月期）

（3月期）

3カ年CAGR

35%

ROA（2023年比）

+3.0%

環境エネルギー

輸送機器 公共インフラインフラ
プラットフォーム
知見や人材、投資ノウハウを結集し、
長期的な視点で新たな価値を創出

●国内再生可能エネルギー No.1
●蓄電池ビジネスにも進出
●海外：再生可能エネルギー

（スペイン・欧州）
●水素・アンモニアの製造（インド）

●

不動産
●J-REIT（業界9位）
●私募ファンド（業界8位）
それぞれ約1兆円規模
●オフィス、住宅、物流、
スタジアム、空港、
水族館 など 

航空機
●リース機数850機＊1
●保有／管理数：

　OAS
　JOL

　Avolon3位、
＊2 18位、
No.1

船舶
●保有・管理船99隻
●三徳船舶の買収
●「さくらオーシャン」JV設立

＊1 OAS（保有・管理）＋Avolon
＊2 ORIX Aviation Systems 
Limited

●関西3空港合計旅客数
　日本第2位

大阪IR（統合型リゾート）
●日本初IR（2030年開業予定）
●MGMグループとの共同事業
●プロジェクト総投資1.5兆円

●

インフラ事業
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顧客基盤と販売プラットフォームの連携
欧州・米国の販売ネットワークを連携し、
顧客基盤と商品ラインアップを相互活用

商品の共同開発
オルタナティブ資産と伝統的資産の
双方の知見を活かしたソリューション提供

知見やノウハウの共有
オルタナティブ資産と伝統的資産の
知見を結び付けることで競争力を強化

事業機会の拡大
米国で培ってきた
オルタナティブ資産戦略を欧州に展開

欧州事業の成長支援
米国のネットワークや市場知見を活用し、
特に米国における欧州事業の成長を支援

業績
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22,62923,56122,378
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伝統的資産とオルタナティブ資産をつなぐ
グローバル運用プラットフォームの構築へ

米国で培ったプライベートクレジットや不動産を中心とするオルタナティブ資産運用と、欧州の
Robecoを中心とした伝統的資産運用。米国と欧州を一体で運営し、それぞれの強みを結び
付けることで、投資家に多様な投資ソリューションを提供します。

スウェーデン
ノルウェー フィンランド

デンマーク
イギリス
ベルギー

オランダ
ドイツ・オーストリア

スイス
イタリア

フランススペイン・
ポルトガル

UAE
インド

中国

香港
上海

日本

マレーシア
シンガポール

オーストラリア
シドニー

メルボルン

カナダ

シカゴ
アメリカ

ボストン

ダラス

メキシコ

ニューヨーク

マイアミ

グローバルネットワーク／事業領域と実績 一体運営から生まれるシナジーと新しい価値創出

北米、欧州、
アジア太平洋地域に
またがるグローバル拠点

●プライベートクレジット　　

●不動産

●プライベートエクイティ
●アセットベースドレンディング

欧州
伝統的資産を中心に幅広い運用を提供
●株式　　●債券　　
●クオンツ
●サステナブル投資
●ETF／インデックス

AUM

3,973億ユーロ
機関投資家ネットワーク

750社以上

従業員数

約1,600名

設立年（Robeco）

1929年 ※ 2013年取得

AUM

320 億米ドル
機関投資家ネットワーク

250社以上

従業員数

約2,100名

設立年

1981年

米国
ミドルマーケットでのオリジネーション力、

オルタナティブ資産運用が強み

25カ所以上

OCU/OCE
OCE
OCU

（3月期） （3月期）

アイスランド

欧米事業
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長期的な価値創出を実現するため、
事業モデルを進化させ続ける

オリックス生命は、お客さまとの長期的な関係を基盤に、保険収益と運用収益の両輪で成長しています。将来の収益基盤を
構築し、グループの持続的な成長に貢献します。
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業績

セグメント利益

セグメント資産・ROA

オリックス生命の価値創造のあゆみ

保険収益

運用収益

持続的な
利益成長へ

1990年代
2000年代

2010年代
2020年代

法人向け保障 医療保険 資産形成型へ 価値創造型へ

●逓増定期
●法人顧客
●事業保障

●法人・富裕層
●資産運用高度化
●AI・デジタルを
  活用した価値提供

●医療・がん保険
●小口多件数
●顧客基盤拡大

●終身保険
●死亡保障領域へ
　シフト
●資産の積み上げ

ROAセグメント資産

創業期 拡大期 転換期 進化期

保険事業
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